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③白嶽神社（大川内） ④大川内薬師堂（大川内）

写真の説明
①山口稲荷神社：山の神、田の神として信仰されている。（祭
り：１０月２２日）
②水無観音堂：元は、現在地に神社があったらしく観音神社と
も呼ばれていたが、倒木で壊れたため観音堂のみ建築された。
（祭り：６月１８日、８月１８日）
③白嶽神社：平成２８年に現地に移転、狩猟の神としても地域住
民に拝められている。（例大祭は１１月１５日）
④大川内薬師堂：平成２０年に現地に移転、薬の神様として親し
まれる。以前は９月２６日を祭日として参拝者で賑わっていた。

華やか！、勇壮！新春を飾る
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地域創造、未来へ駆け出す戌年に地域創造、未来へ駆け出す戌年に

　新年明けましておめでとうございます。ご家族お揃いで希望に満ちた初春をお迎えのことと
お慶び申し上げます。
昨年中は、村民皆様のご支援ご協力により、後顧の憂いなく公務に精励することができました
ことを、心よりお礼を申し上げます。
　さて、昨今の日本をめぐる情勢は、国内外を問わず目まぐるしく変化しております。
国内では、度重なる災害復旧への対策、ＴＰＰ協定交渉をはじめ、米の減反政策の見直し等の
諸問題の外、ＩＴ産業の加速化や先端技術よるＡＩの進歩など目を見張るものがあります。国
外では、北方領土をはじめとした領土問題、北朝鮮の弾道ミサイル発射による挑発行為の脅威
など、今後、早急な国の対応は勿論のことではありますが、私たち一人ひとりも物事に関心を
持ち生活していかなくてはならいと思います。
山江村においては、昨年も地方創生総合戦略計画「まち・ひと・しごと創生」に基づく取り組
み、更には基幹産業である農林業の振興や、ゆるキャラ「やまえくり平」を生かした村のＰＲ
活動をはじめ、特産の山江栗を使った特産品の開発や海外での市場調査、住民福祉の向上のた
めの、子育て支援、高齢者や障がい者福祉の充実、村営住宅建設などの移住定住対策、教育Ｉ
ＣＴによる学校、社会教育の充実などを着実に進めてまいりました。
議会としましても、「持続可能なむらづくり」を実現するため、議会の果たすべき役割と責任
を自覚し、皆様の声を村政に反映することで、住んで良かったと実感できるむらづくりに全力
で取り組んでいきます。
このような課題を一つ一つ解決するためにも、村と議会が一体となり、更なる「開かれた議
会」を目指し、皆様のご期待に応えられるよう議員一同、決意を新たに邁進してまいりたいと
思います。
　どうか、安心安全で豊かな暮らしやすいむらづくりの推進のためにも、村民の皆様のより一
層のご支援を賜りますようお願いいたしますとともに、「地域創造！未来へ駆け出す」に相応
しい年に成ることを祈念申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

平成30年正月　山江村議会議長　秋丸　安弘

（写真：12月20日 門松づくり作業後）

新年のご挨拶
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（国民健康保険、介護保険）事業は補正第３号、　（簡易水道、農業集落排水）事業は補正第２号

　平成２９年第７回１２月議会定例会は、６日から８日までの３日間の会期で開かれました。今回
の定例会には、道路整備に係る意見書１件、山江村人権擁護委員の推薦に関する意見１件、山江村
教育委員会の委員等の任命の同意１件、平成２９年度一般会計補正予算及び特別会計補正予算の５
件、条例の一部改正１件、認定１件他を提案。
　また、７日には執行部に対し、６人の議員が当面する行政課題等について一般質問を行いました。
最終日は、全議案慎重審議した結果、人権擁護委員の推薦意見への適任答申をはじめ、他議案を原
案どおり可決しました。

■歳　入 【単位：千円】
平成２９年度　一般会計補正予算（第６号）

平成29年度　特別会計補正予算
【単位：千円】

371,708

202,946

52,896

3,435,975

17,315

7,761

1,412

26,488

子どものための教育・保育給付費、子ども子育て

支援交付金他

後期高齢者医療市町村療養給付費清算金

障がい者福祉サービス費負担金、放課後児童健全育

成事業補助金他

389,023

210,707

54,308

3,462,463

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

諸 収 入

歳 入 合 計

説　　　　明区　　　分 補正前額 補正額 合　計

672,226

188,635

141,818

492,090

0

0

0

210

672,226

188,635

141,818

496,300

国 民 健 康 保 険 事 業

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険 事 業

補正の内容会　計　名 補正前額 補正額 合　計

議員発議！道路整備に係る補助率等のかさ上げ措置の継続要望
　　　－第７回議会定例会報告ー

◆
議
会
費
（
２
３
３
千
円
）

　

議
事
録
作
成
委
託
料
他

◆
総
務
費
（
４
５
２
千
円
）

　

一
般
管
理
費
（
特
別
職
給
他
）　　
　

   

　

企
画
情
報
費
（
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
他
）

◆
民
生
費
（
３
１
，
３
１
１
千
円
）

　

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
他　
　
　

   

　

児
童
措
置
費（
施
設
型
給
付
費
他
）

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
補
助
金

◆
衛
生
費
（
３
５
０
千
円
）

　

保
健
衛
生
総
務
費
（
職
員
手
当
等
）

◆
農
林
水
産
業
費
（
１
，
６
７
０
千
円
）

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
事
業
費
他

　

農
地
流
動
化
等
推
進
事
業
費
他

◆
商
工
費
（
２
，
２
９
７
千
円
）

　

商
工
費
（
一
般
職
給
他
）

　

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
（
修
繕
料
）

◆
土
木
費
（
１
，
２
８
３
千
円
）

　

道
路
新
設
改
良
費
（
単
県
事
業
負
担
金
他
）

　

社
会
資
本
整
備
事
業
費
（
電
柱
移
転
補
償
費
他
）

　

住
宅
管
理
費
（
光
熱
水
費
）

◆
教
育
費
（
２
，
７
３
４
千
円
）

　

学
校
管
理
費
（
山
田
小
他
）　

　

歴
史
資
料
館
費
（
修
繕
料
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

８
０
千
円

△
４
，
７
７
１
千
円

１
，
５
１
２
千
円

１
，
９
２
９
千
円

２
２
，
８
６
１
千
円

１
，
３
９
２
千
円

３
５
０
千
円

３
５
０
千
円

３
８
５
千
円

２
，
０
０
０
千
円

１
４
４
千
円

６
５
９
千
円

３
３
４
千
円

３
０
千
円

１
，
７
８
９
千
円

１
，
２
５
０
千
円

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の

歳
出
合
計（
２
６
，
４
８
８
千
円
）

各排水施設の光熱水費、事業消費税の増他、予備費の減

システム改修委託料、住宅改修費の増他、予備費の減他

保健事業等保険者支援負担、高額療養費補助の
増他、予備費減
中央地区簡易水道施設の光熱水費、事業消費税
の増他、予備費減
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　山江村人権擁護委員の推薦に関する
　意見（諮問）

　（決定事項）

　　　　　「適任である」と答申
　■住所　山江村大字万江甲８８３－１
　■氏名　中村　智代正　さん

　山江村教育委員会委員の任命の同意

　（決定事項）

　　　　　　全会一致で同意
■住所　山江村大字山田甲１６４０
■氏名　郡　眞聖　さん
　（任期：平成29年12月24日～
　　　　　　　　　平成33年12月23日)

　国へ意見書の提出
　○道路整備に係る補助率等のかさ上げ措置の継続
　　を求める意見書

　山江村過疎地域自立促進計画（変更）

こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

人事案件・意見書提出など

（人権擁護委員とは）
　人権擁護委員は、人権擁護委員法に基づ
いて、人権相談を受けたり人権の考えを広
める活動をしている民間ボランティアです。 
　人権擁護委員制度は、様々な分野の人
たちが人権思想を広め、地域の中で人権
が侵害されないように配慮して人権を擁
護していくことが望ましいという考えか
ら設けられたもので、諸外国に例を見な
い制度として発足しました。
人権擁護委員は無報酬ですが、現在、約
１４，０００人が法務大臣から委嘱され、
全国の各市町村（東京都においては区を
含む。以下同じ。）に配置されて、積極
的な人権擁護活動を行っています。

（業務内容）
教育委員会は、学校その他の教育機関を
管理し、学校の組織編制、教育課程、教
科書その他の教材の取扱及び教育職員の
身分取扱に関する事務を行い、並びに社
会教育その他教育、学術及び文化に関す
る事務を管理し及びこれを執行する。

※過疎地域自立促進特別措置法の規定により計画の変更
を行う場合は、議会の議決を経る必要がある。

 （意見書の内容）
道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に
関する法律」の規定に基づく補助率等のかさ
上げ措置が平成２９年度末で期限切れとなる。
地方創生に全力を挙げて取り組んでいるこの
時期に補助率等が低減することになれば、地
方負担の増加をもたらすことになり、自治体
運営に多大な影響が生じるため、平成３０年
度以降も引き続き補助率等のかさ上げ措置を
継続するよう要望するもの。

集 落 の 整 備

その他地域の自立

促進に関し必要な

事項

（変更）追加した事業内容区　分
宅地分譲地整備事業

地域ポイント制度事業

地域ポイント制度促進事業

地域づくり研究所
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村政を問う！ 6人が登壇！！村政を問う！ 6人が登壇！！
（一般質問）

○地方創生について

○村の根幹をなす集落支援について

○学校教育・活動について
○補助金返還について
○太陽光発電工事について

○国民健康保険の広域化について
○結婚支援について
○総合公園建設について

○村長選での公約について
○山江村のこれからの展望について

○公共工事の競争入札について
○やまえ栗のブランド化戦略について

１

２

３

４

５

６

質　　問　　事　　項 ページ質問順 議　員　氏　名

赤　坂　　　修

秋　丸　光　明

立　道　　　徹

横 谷  　巡

西   孝 恒

谷　口　予志之

５～６ページ

６ページ

６~７ページ

７～8ページ

８ページ

８～９ページ

※
議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
質
問
内
容
の
す
べ
て
を

　

掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
各
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
原
稿
の
ま
ま
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

赤坂　  修 議員

栗を使ったスイーツが人気を博した栗祭り

一般質問

　
　
　

山
江
村
総
合
公
園
建
設
基
本
計
画

の
概
要
は

　
　
　

山
江
村
そ
の
も
の
が
自
然
豊
か
な

総
合
公
園
、
山
江
村
を
す
べ
て
公
園
化
す

る
基
本
計
画
。
万
江
エ
リ
ア
、
山
田
エ
リ

ア
、
丸
岡
エ
リ
ア
の
３
か
所
に
つ
い
て
整

備
を
す
る
。

　
　
　

公
園
建
設
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　
　
　

概
ね
２
年
程
度
で
実
現
で
き
る
も

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
用
地
の
選

定
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
作
成
な
ど
、

概
ね
４
年
程
度
で
実
現
で
き
る
も
の
、
整

備
に
係
る
工
事
。

　
　
　

丸
岡
公
園
か
ら
望
む
人
吉
盆
地
の

眺
望
の
再
生
に
つ
い
て
。

　
　
　

雑
木
等
が
覆
い
茂
っ
て
景
観
を
阻

害
し
て
箇
所
も
あ
る
の
で
、
現
地
確
認
を

行
い
、
民
有
地
に
つ
い
て
は
所
有
者
の
理

解
を
得
て
整
備
を
す
る
。
ま
た
快
適
に
利

用
で
き
る
よ
う
な
公
園
づ
く
り
に
務
め
、

ツ
ツ
ジ
の
剪
定
な
ど
に
つ
い
て
も
万
全
を

期
し
た
い
。

　
　
　

栗
祭
り
の
山
江
村
に
対
す
る
経
済

効
果
は
。

　
　
　

全
体
的
な
売
り
上
げ
は
８
０
０
万

円
以
上
で
、
村
内
業
者
団
体
の
売
り
上
げ

は
４
０
０
万
円
。
実
質
経
費
に
つ
い
て
は

２
３
０
万
円
で
あ
る
。

　
　
　

観
光
栗
園
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

栗
の
生
産
収
穫
だ
け
で
は
な
く
、

稼
げ
る
農
業
と
し
て
有
効
な
手
段
だ
と
考

え
て
い
る
。
今
後
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
ツ
ー

ル
と
し
て
、
観
光
栗
園
が
出
来
る
よ
う
な

仕
組
み
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

交
流
人
口
増
加
に
よ
る

　
　
　
　
　

地
方
創
生
方
策
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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村政を問う！ 6人が登壇！！

立道　  徹 議員

秋丸　光明 議員

道徳教育に活用されている「熊本の心」

　
　
　

観
光
栗
園
の
起
業
に
対
す
る
支
援

策
は
。

　
　
　

観
光
栗
園
は
大
き
に
期
待
が
出
来

る
事
業
だ
と
考
え
る
が
、
実
際
に
起
業
と
な

る
と
課
題
が
出
て
く
る
と
思
う
の
で
観
光
交

流
部
会
で
企
画
さ
れ
た
栗
拾
い
体
験
ツ
ア
ー

の
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
、
観
光
栗
園
を
起

業
し
や
す
い
支
援
策
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

宿
泊
を
取
り
入
れ
た
着
地
型
観
光
ツ

ア
ー
の
企
画
募
集
な
ど
観
光
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
る
上
で
、
旅
行
業
法
対
応
の
対
策
と

し
て
、
観
光
協
会
な
ど
の
設
立
の
考
え
は
。

　
　
　

着
地
型
観
光
、
観
光
交
流
人
口
の

拡
大
を
す
る
こ
と
は
、
村
の
施
策
を
す
る

う
え
で
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
山
江
版

観
光
地
域
づ
く
り
と
し
て
、
村
内
の
観
光

交
流
に
関
す
る
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
山

江
村
の
魅
力
あ
る
自
然
景
観
や
歴
史
あ
る

文
化
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
有
効
に
活

用
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
村
民
所
得
の

増
大
に
つ
な
が
る
協
議
会
、
仮
称
「
山
江

村
観
光
交
流
協
議
会
」
を
設
立
す
る
準
備

を
し
て
い
る
。

施
し
て
い
く
。

　
　
　

I
C
T
教
育
と
並
行
し
て
の
道
徳

教
育
は
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
情
報
教

育
充
実
の
進
歩
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な

ど
社
会
の
急
激
な
変
化
の
中
で
た
く
ま
し

く
生
き
抜
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
そ
の

中
で
、
円
滑
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
、
善
悪
の
判
断
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
道
徳
的
価
値

の
自
覚
の
も
と
に
、
自
ら
考
え
、
他
者
と

会
話
し
、
共
同
し
な
が
ら
よ
り
良
い
方
向

目
指
す
資
質
・
能
力
を
備
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
深
刻
な
問
題
も
発
生
し
て
い

る
の
で
道
徳
教
育
の
必
要
性
は
一
段
と
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
教
育
委
員
会

で
は
、
子
供
た
ち
が
よ
り
よ
く
生
き
て
い

く
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
の
育
成
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
現
状

と
課
題
は
。

　
　
　

文
部
科
学
省
が
示
し
て
い
る
学
習

指
導
要
領
を
も
と
に
進
め
て
い
る
。
道
徳

の
時
間
を
要
と
し
て
、
学
校
の
教
育
全
体

を
通
じ
て
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。
道
徳
の

時
間
は
、
週
に
1
時
間
、
年
間
で
35
時
間

の
授
業
を
行
っ
て
お
り
、
授
業
を
確
保
し

な
が
ら
、
道
徳
性
価
値
の
自
覚
化
を
図
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
全
国
に
お
い
て
、
年

間
35
時
間
が
確
保
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
殺

傷
事
件
・
い
じ
め
問
題
等
が
発
生
し
、
非

常
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
文
部
科
学
省
で
は
、
そ
の
よ
う
な

問
題
解
決
を
図
る
た
め
に
平
成
30
年
度
か

ら
、
小
学
校
、
31
年
度
か
ら
、
中
学
校
で

道
徳
の
時
間
を
教
科
と
し
て
格
上
げ
し
、

特
別
な
強
化
「
道
徳
」
と
い
う
こ
と
で
実

　
　
　

若
者
が
残
る
村
を
目
指
し
、
雇
用

環
境
を
整
え
る
と
あ
っ
た
が
、
村
内
企
業

に
山
江
村
の
雇
用
は
な
い
の
か
。

　
　
　

山
江
か
ら
も
就
職
、
雇
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
企
業
や
高

校
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　

小
中
学
生
の
給
食
費
を
全
額
無
料

に
す
る
と
あ
っ
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

　
　
　

給
食
費
は
全
額
無
料
化
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
は
、
食
育
と
し
て
の
地

産
地
消
化
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
、
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

　
　
　

高
齢
者
の
通
院
、
介
護
な
ど
の
生

活
支
援
を
進
め
る
と
あ
っ
た
が
ど
う
か
。

　
　
　

ま
る
お
か
号
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
で

サ
ー
ビ
ス
は
拡
充
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

本
城
の
森
か
ら
山
田
小
学
校
ま
で

の
歩
道
付
き
通
学
路
を
作
る
と
あ
っ
た

が
、
現
在
は
ど
う
か
。

　
　
　

昨
年
度
、
全
体
設
計
と
詳
細
設
計

を
し
て
お
り
、
本
年
度
は
用
地
関
係
事
務

を
進
め
て
い
る
。
来
年
度
以
降
、
本
格
的

な
事
業
開
始
を
計
画
し
て
い
る
。

一般質問

学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
は
い
か
に

村
長
選
挙
の
公
約
の
進
捗
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
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一般質問
　
　
　

道
徳
教
育
の
資
料
と
し
て
ど
う
い

っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

現
在
は
、
文
部
科
学
省
の
発
行
の

「
み
ん
な
の
道
徳
」
・
県
教
育
委
員
会
が

作
成
郷
土
教
材
「
熊
本
の
心
」
等
を
使
用

し
て
い
る
。
今
後
は
、
「
熊
本
の
心
」
等

の
郷
土
教
材
、
I
C
T
を
活
用
し
た
デ
ジ

タ
ル
教
材
等
を
活
用
し
、
わ
か
り
や
す
く

道
徳
性
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　

万
江
小
創
立
30
周
年
の
節
目
の
年

で
あ
る
が
記
念
式
典
等
は
考
え
て
い
な
か

っ
た
の
か
。

　
　
　

各
行
事
に
お
い
て
、
創
立
30
周
年

と
冠
を
つ
け
て
実
施
し
て
お
り
、
平
成
30

年
3
月
初
め
に
創
立
記
念
式
典
を
行
う
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

学
校
給
食
の
地
産
地
消
率
は
。

　
　
　

現
在
は
、
30
%
で
あ
る
。
あ
と
2

年
間
で
48
%
を
目
指
し
な
が
ら
、
地
産
地

消
化
を
図
っ
て
い
く
。

の
か
。

　
　
　

保
険
料
が
急
に
上
が
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
財
政
調
整
基
金
の
中
で
激
変
緩

和
を
や
り
、
基
金
が
枯
渇
し
た
場
合
に
は

法
定
外
繰
入
金
も
考
え
た
い
。
医
療
費
削

減
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
連
携
協
力
し

て
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　

地
域
の
活
性
化
と
担
い
手
で
あ
る

後
継
者
の
30
代
か
ら
50
代
の
新
た
な
家
庭

づ
く
り
の
た
め
、
結
婚
の
願
い
が
叶
う
結

婚
支
援
、
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　
　
　

本
村
で
も
婚
活
事
業
や
婚
活
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
個
人
的
な
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
事
情
も
あ
り
、
そ
こ
を
尊
重
し

な
が
ら
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
を
つ
く

り
た
い
。

　
　
　

中
高
年
独
身
の
方
々
は
村
の
活
性

化
の
核
で
あ
り
、
人
的
な
大
切
な
地
方
創

生
の
重
要
な
案
件
だ
と
思
う
。
各
課
局
機

関
連
携
し
て
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
が

ど
う
か
。

　
　
　

村
の
サ
ポ
ー
ト
と
合
わ
せ
、
他
の

町
村
の
結
婚
相
談
員
と
も
連
携
し
な
が
ら

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

平
成
30
年
度
か
ら
国
保
の
運
営
が

村
か
ら
県
に
移
行
し
広
域
化
と
な
る
が
、

加
入
者
に
と
っ
て
は
保
険
料
が
ど
う
な
る

の
か
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
。
保
険
料
は

安
く
な
る
の
か
高
く
な
る
の
か
ど
う
か
。

　
　
　

県
に
関
係
書
類
の
提
出
を
行
い
、

何
回
も
試
算
等
の
計
算
は
行
わ
れ
て
い
る

が
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
が
示
さ

れ
ず
、
わ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　
　

国
保
税
の
収
納
率
は
県
が
示
す
標

準
保
険
料
率
に
関
係
し
て
く
る
。
実
際
の

収
納
率
が
標
準
的
収
納
率
よ
り
低
い
場
合

の
解
決
は
ど
う
は
か
る
の
か
。

　
　
　

過
去
３
年
間
の
収
納
率
を
勘
案
し

て
標
準
保
険
料
率
が
設
定
さ
れ
る
。
収
納

率
向
上
に
努
め
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度

で
の
財
源
確
保
に
力
を
い
れ
た
い
。

　
　
　

広
域
化
の
運
営
な
ら
ば
統
一
保
険

料
の
導
入
も
見
据
え
て
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　

平
成
36
年
度
に
お
い
て
達
成
時
期

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
方
針
で
あ
る
。

　
　
　

広
域
化
で
国
保
の
問
題
点
が
解
消

改
善
さ
れ
な
い
場
合
、
赤
字
補
填
、
高
す

ぎ
る
保
険
料
対
策
と
し
て
法
定
外
繰
入
金

の
継
続
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
医
療
費
削

減
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

　
　
　

総
合
公
園
建
設
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
の
意
見
概
要
は
ど
う
だ
っ

た
か
。

　
　
　

立
地
場
所
及
び
利
活
用
に
つ
い

て
、
公
園
の
つ
く
り
方
に
つ
い
て
、
費
用

対
効
果
や
財
政
面
の
不
安
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
　
　

総
合
公
園
は
遊
び
・
運
動
の
場
か

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
や
防
災

効
果
な
ど
様
々
な
存
在
意
義
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
必
要
性
、
効
果
、
財
政
面
か
ら

の
存
在
意
義
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

当
初
の
大
き
な
公
園
か
ら
、
万

江
、
山
田
、
丸
岡
エ
リ
ア
と
区
別
し
整
備

し
た
い
。
村
民
及
び
他
の
市
町
村
か
ら
の

こんなことが決まりました

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
よ
っ
て

保
険
料
は
ど
う
な
る
の
か

地
域
の
担
い
手
で
あ
る
中
高
年
の

結
婚
支
援
サ
ポ
ー
ト
を

総
合
公
園
の
建
設
は
、
必
要
性
・

効
果
・
財
政
面
を
考
慮
し
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁
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急ピッチで橋梁工事が進む下ノ段橋

一般質問

　
　
　

地
理
や
交
通
状
況
に
よ
り
地
域
の

悩
み
や
課
題
は
違
う
。
集
落
の
悩
み
や
課

題
等
の
現
状
の
把
握
の
方
法
は
。

　
　
　

課
題
把
握
は
住
民
主
体
の
政
策
を

展
開
す
る
上
で
大
変
重
要
。
政
懇
談
会
や

区
長
会
等
か
ら
、
情
報
を
得
て
い
る
。
山

品
質
保
証
の
た
め
に
設
定
し
て
い
る
。

　
　
　

6
月
に
パ
リ
で
開
か
れ
た
日
本
食

文
化
イ
ベ
ン
ト
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

へ
向
け
た
活
動
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
　

フ
ラ
ン
ス
の
著
名
な
レ
ス
ト
ラ
ン

２
店
舗
に
交
渉
行
っ
て
商
談
も
進
ん
で
い

る
。
渋
皮
煮
、
栗
ペ
ー
ス
ト
、
ゆ
ず
マ
ロ

ン
、
栗
ま
ん
じ
ゅ
う
も
期
間
限
定
で
あ
る

が
輸
出
の
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

本
年
度
の
栗
収
量
状
況
と
キ
ロ
当

た
り
の
単
価
は
。

　
　
　

収
量
は
約
1
1
0
t
、
J
A
へ
の

単
価
は
7
1
0
円
で
あ
っ
た
。
昨
年
比
約

84
％
で
あ
る
が
台
風
の
影
響
で
四
国
か
ら

前
も
っ
て
集
荷
し
た
こ
と
も
原
因
か
と
考

え
る
。

　
　
　

栗
の
生
産
増
加
対
策
の
状
況
は
。

　
　
　

昨
年
や
ま
え
栗
生
産
向
上
委
員
を

立
ち
上
げ
状
況
視
察
し
た
、
土
壌
分
析
の

結
果
肥
料
不
足
も
あ
る
。
肥
料
の
助
成
は

昨
年
度
よ
り
も
ア
ッ
プ
し
て
購
入
金
額
の

80
％
上
限
な
し
に
改
め
た
の
で
活
用
願
い

た
い
。
指
導
専
門
員
の
配
置
も
視
野
に
前

向
き
に
検
討
し
て
行
く
。

利
用
、
健
康
づ
く
り
、
保
育
や
教
育
の
場

で
の
活
用
を
考
え
、
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
当
然
費
用
が
か
か
る
と
想
定
し
、
基
本

計
画
を
基
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

最
後
に
、
新
年
度
当
初
予
算
に
総
合

公
園
に
関
す
る
関
連
予
算
の
計
上
は
あ
る
の

か
。

　
　
　

総
合
公
園
の
整
備
検
討
委
員
会
の

経
費
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
費
用
予

算
の
計
上
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

指
名
競
争
入
札
の
指
名
基
準
及
び

一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
。

　
　
　

業
者
選
定
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

競
争
入
札
に
参
加
資
格
を
有
す
る
者
に
限

り
、
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
を
受
付
期
間
中
に
行
っ
た
者
が
対
象
と

な
る
。
そ
の
中
か
ら
工
事
の
規
模
な
ど
等

級
別
ラ
ン
ク
付
に
よ
り
、
各
種
工
事
の
分

類
に
分
け
て
指
名
に
よ
る
選
定
を
行
っ
て

い
る
。
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
は
参
加

を
広
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
書
類
審

査
と
実
態
が
合
わ
な
い
場
合
も
あ
る
。
ま

た
工
事
発
注
計
画
か
ら
審
査
等
の
事
務
量

も
多
く
な
り
本
村
で
は
現
在
取
り
入
れ
て

い
な
い
。

　
　
　

工
事
内
容
に
よ
る
村
内
、
村
外
業

者
の
割
合
や
発
注
状
況
は
。

　
　
　

工
事
の
種
類
と
設
定
金
額
、
規
模

に
よ
り
分
類
し
、
工
事
ご
と
に
発
注
し
て

い
る
。
災
害
な
ど
緊
急
な
場
合
は
随
意
契
約

に
よ
る
こ
と
も
あ
る
。
最
近
の
村
内
外
の
割

合
は
H
29
年
度
で
は
23
件
の
工
事
を
行
っ
て

い
る
。
特
殊
工
事
を
除
き
ほ
ぼ
村
内
の
業
者

を
指
名
し
て
い
る
。

　
　
　

入
札
価
格
に
お
い
て
最
低
制
限
価

格
を
割
る
事
例
は
。

　
　
　

H
29
年
度
は
11
月
現
在
23
件
の
入

札
を
執
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
事
例

で
失
格
と
な
っ
た
件
数
は
3
件
で
あ
る
。

　
　
　

落
札
率
の
状
況
は
。

　
　
　

本
年
度
の
23
件
に
お
い
て
は
、
平

均
93
.
56
％
、
最
高
は
99
.
27
％
、
最
低

は
84
.
22
％
で
あ
る
。

　
　
　

予
定
価
格
や
最
低
制
限
価
格
の
基

準
や
公
表
な
ど
、
見
直
し
は
。

　
　
　

予
定
価
格
の
公
表
に
つ
い
て
は
、

高
止
ま
り
の
入
札
価
格
の
懸
念
が
あ
る
。

ま
た
最
低
制
限
価
格
に
つ
い
て
も
適
正
な

公
共
工
事
の
競
争
入
札
状
況
は

や
ま
え
栗
の
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
の

進
捗
状
況
は
。

村
の
根
幹
を
な
す
集
落
支
援
に
つ
い
て
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問
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問

質
問

質
問

質
問

答
弁
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弁
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主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
こ
ん
な
も
の
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地域創造、未来へ駆け出す戌年に

保健師による「いきいき健康説明会」（第５区）

一般質問
江
村
情
報
化
推
進
委
員
や
村
政
モ
ニ
タ
ー

制
度
等
に
よ
り
課
題
等
の
把
握
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　

集
落
の
悩
み
と
課
題
は
、
生
活
さ

れ
て
い
る
方
が
一
番
わ
か
っ
て
い
る
。
村

政
懇
談
会
の
出
席
率
が
低
い
中
、
他
の
情

報
収
集
方
法
は
。

　
　
　

役
場
か
ら
出
向
き
意
見
交
換
す
る

な
ど
、
き
め
細
か
い
対
応
が
必
要
で
、
な

る
べ
く
多
く
の
情
報
を
得
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
う
。

　
　
　

空
き
家
の
調
査
結
果
は
ど
う
か
。

　
　
　

平
成
26
年
度
調
査
当
時
で
、
空
き

家
が
１
１
２
件
、
利
活
用
が
見
込
め
る
空

き
家
は
80
件
で
あ
る
。
空
き
家
自
体
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。

　
　
　

空
き
家
に
対
す
る
今
後
の
計
画
・

対
策
等
は
。

　
　
　

山
江
村
空
き
家
活
用
促
進
制
度
、

「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
制
定
し
て
い

る
。
山
江
村
空
き
家
改
修
補
助
金
交
付
制

度
に
よ
り
、
空
き
家
の
購
入
や
改
修
に
か

か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
も
あ

る
。
ま
た
、
不
動
産
事
業
者
と
連
携
し

て
、
村
内
の
物
件
と
移
住
希
望
者
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
う
事
業
も
始
め
た
。

　
　
　

住
居
家
屋
上
の
危
険
樹
木
の
伐
採

等
の
対
策
は
。

　
　
　

基
本
的
に
は
個
人
所
有
の
樹
木
を

公
費
で
伐
採
す
る
事
は
少
し
問
題
が
あ

る
。
公
平
性
、
そ
の
公
費
の
使
い
方
に
つ

い
て
は
、
明
確
な
基
準
と
か
規
則
な
ど
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

住
民
健
診
や
特
定
検
診
の
受
診

後
、
住
民
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
、
保
健

師
の
助
言
や
フ
ォ
ロ
ー
は
。

　
　
　

結
果
説
明
会
を
健
康
の
駅
及
び
管

理
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
、
原
則
全
て
の
方

を
個
別
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。
重
症
化
予

防
対
策
と
し
て
、
糖
尿
病
及
び
高
血
圧
症

の
重
症
化
の
恐
れ
が
あ
る
人
に
対
し
て
、

保
健
師
、
栄
養
士
が
定
期
的
な
訪
問
を
実

施
し
て
い
る
。

　
　
　

地
域
に
出
向
い
て
保
健
師
の
活
動

は
。

　
　
　

「
い
き
い
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

「
出
前
福
祉
」
等
で
、
血
圧
の
測
定
や
健

康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
、
ま
た
健
康
相
談
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
　

住
民
と
身
近
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を

増
や
し
、
疾
病
の
重
症
者
介
護
、
ま
た
低

栄
養
防
止
な
ど
、
住
民
の
方
々
の
健
康
維

持
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、

買
い
物
弱
者
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

　
　
　

ま
る
お
か
号
の
見
直
し
で
、
利
便

性
は
向
上
し
た
。
地
元
の
商
店
と
協
力
し

て
、
山
間
地
域
の
高
齢
者
世
帯
の
安
否
確

認
等
も
含
め
、
買
い
物
や
生
活
支
援
等
の

需
要
や
課
題
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
の
事

業
を
、
ま
ず
は
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
な
が

ら
、
買
い
物
支
援
対
策
に
役
立
て
て
い
き

た
い
。

　
　
　

生
活
道
路
等
の
横
断
溝
や
側
溝
の

詰
り
は
誰
が
除
去
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

日
常
的
な
維
持
管
理
に
つ
い
て
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
パ
ト
ロ
ー
ル

と
併
せ
て
作
業
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。

　
　
　

山
江
村
の
根
幹
を
な
す
集
落
支
援

に
つ
い
て
村
長
の
考
え
は
。

　
　
　

い
か
に
地
域
の
住
む
方
々
の
暮
ら

し
を
守
っ
て
い
く
か
、
ま
た
そ
の
活
性
化

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
、
非
常
に
困

難
な
時
期
に
も
き
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
住

民
の
自
治
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
集
落

の
事
情
は
違
う
の
で
、
地
域
と
で
力
を
合

わ
せ
て
こ
の
村
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
体

制
が
つ
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　村民の皆様には、議会傍聴（議場）
にぜひ参加いただき、ご意見等をお
聞かせ下さい。定例会の日程等の問
い合わせは、議会事務局までお願い
します。 TEL : 23－3401

議会を傍聴してみませんか。
お知らせ

次回の議会定例会は

　　　　 開催です。3月
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新
春
と
は
申
し
な
が
ら
厳
し
い

寒
さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
様

に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ

上
げ
ま
す
。

　

年
が
明
け
ま
す
と
先
ず
初
詣

は
、
私
達
の
地
区
で
も
氏
神
様
へ

挨
拶
参
拝
と
元
旦
祭
神
事
、
そ
し

て
直
会
ま
で
氏
子
の
皆
様
と
新
年

を
祝
う
恒
例
行
事
か
ら
１
年
が
始

ま
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
文
化
財

群
を
本
誌
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
へ

掲
載
中
で
あ
り
ま
す
区
の
宝
シ
リ

ー
ズ
は
、
１
区
（
合
戦
之
嶺
観
音
）

Ｈ
26
年
４
月
か
ら
始
ま
り
今
回
の

16
区（
白
嶽
神
社
他
）に
て
一
回
り

し
ま
し
た
。そ
の
間
、
各
地
区
の
皆

様
に
は
案
内
や
説
明
等
ご
協
力
頂

き
、
改
め
て
本
村
の
文
化
財
に
触

れ
ま
す
と
初
め
て
の
箇
所
も
多
く

新
た
な
感
動
が
あ
り
ま
し
た
こ
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
折
し

も
日
本
遺
産
と
し
て
県
内
で
は
最

初
に
本
村
の
文
化
財
を
含
む
人
吉

球
磨
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
風
土
や
世
代
を
超
え
た
保
存
伝

承
等
先
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
文
化
財
群
の
中
で
、
こ
の
度

１
区
の
合
戦
之
嶺
観
音
堂
周
辺
は

駐
車
場
整
備
や
物
産
販
売
所
が
３

月
に
は
完
成
す
る
よ
う
で
す
。地

方
創
生
拠
点
施
設
と
し
て
村
内
外

か
ら
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
戊
戌
」（
つ
ち

の
え
い
ぬ
）
特
徴
は
同
じ
気
が
か

さ
な
る
そ
う
で
す
か
ら
村
と
村
民

皆
様
の
良
い
相
乗
効
果
を
ご
祈
念

い
た
し
ま
す
。（

文
責　

西　

孝
恒
）

　１２月２２日、年末恒例の門松づくりを行った。今回も、各議員が持ち寄った材料で作業を行い
役場入口前に今年も見事な門松が完成した。
　１２月２７日、合戦峰地区に建設する物産販売所建設工事の起工式が合戦之嶺観音堂横の駐車場
で行われ、村長はじめ地元関係者、議会からは、正副議長及び各常任委員長が出席し、建設工事の
成功と工事期間中の安全祈願等が行われた。

　１月４日、平成３０年山江村成人式が役場大会議室で挙行され、凛々しいスーツ姿や艶やかな
振袖姿の新成人３５名が希望を胸に大人の仲間入りをしました。
　１月６日、新春の初頭を飾る、山江村消防出初式が中央グラウンドで行われた。１５０人の団
員による勇壮な分列行進、通常点検をはじめ、古賀橋での放水競技に、集まった多くの観客が魅
了され、大きな声援がおくられていました。

だんだんなぁ

恒例の門松づくり（役場入口前）
起工式で議会を代表し挨拶をする秋丸議長（合戦峰）

地域の生命財産を災害から守る！消防出初式大人としての第一歩！色艶やかな成人式

華やか！、勇壮！新春を飾る華やか！、勇壮！新春を飾る華やか！、勇壮！新春を飾る
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